
 

  

 

 

 

 

  

社会貢献型市民後見人養成講座 概要 
公開講座・基礎編（奇数年度） + 実務編（偶数年度） 

奇数年度 10月  公開講座・募集説明・オリエンテーション 

                  11月  １次選考（申込書・作文） 

                  12月  2次選考（面接） 

                  １～3月 隔週土曜日 5日間  基礎編 

偶数年度 7～10月 隔週土曜日 6日間、平日 3日間  実務編 

～～カリキュラム概要～～ 

        ・奇数年度 １～３月                  ・偶数年度 ７～１０月 

          隔週土曜日                        隔週土曜日 ６日間、平日 ３日間 

        ・９：００～１６：３０                    ・９：００～１６：３０ 

   地域福祉・権利擁護の理念              成年後見人の実務 

   成年後見制度／基本的な視点と法の理念     医療・福祉サービスや施設の理解 

   高齢者・障害者の理解と対応             家庭裁判所の役割と実際 

   介護保険制度・生活保護制度の理解         対人援助の基礎 

   年金と医療保険制度の概要              事例検討・グループワーク 

   民法の基礎／家族法・財産法             施設見学・同行実習 

 

 

 

よくある質問 

   Ｑ１ 講座を修了したら、必ず市民後見人になれますか？ 

     Ａ１ 家庭裁判所が選任するため、必ずなれるわけではありません。 

   Ｑ２ 市民後見人に興味はありますが、自分にできるか自信がありません。 

Ａ２ 講座を修了した時点で市民後見人候補者として登録するかどうかを選べます。 

      権利擁護・市民後見センターの支援員として活動しながら経験を積むこともでき 

ますし（採用要件あり）、ご自身の将来のために知識を習得したいという方も歓迎です。 

基礎編  

５日間  

実務編  

９日間  

に
なりませんか？

 成年後見制度は、認知症や知的・精神障害等で判断能力が不十分になり、本人だけでは契約や財産の管理が難

しい方の権利を守り、自分らしく安心して暮らせるように支援するしくみです。ご本人の判断能力の程度や必要

とする支援内容によって、「成年後見人」「保佐人」「補助人」（以下、「成年後見人等」という）が選任されます。

「成年後見人等」には、親族や、弁護士や社会福祉士などの専門職、社会福祉法人やNPO 法人といった法人が

選任されますが、近年、成年後見制度の普及が進むに伴い、後見人不足が懸念されています。 

こうした中、地域福祉の新たな担い手として期待されているのが、親族でも、専門職でもない市民が本人に寄

り添い支援する です！ 

北九州市で市民後見人になるためには、「社会貢献型市民後見人養成講座」を全課程受講し、「市民後見人候補

者名簿」に登録することが必要です。 

全課程修了後は… 
①「市民後見人候補者名簿」に登録して、後見人等の選任を待つ 

② 権利擁護・市民後見センターの支援員として活動する（採用要件あり） 

  ①、②両方希望する、両方希望しない、ということも可能です！ 



安永さんは第 2期（平成２０～21年度実施）の「社会貢献型市民後見人

養成講座」を受講したのち、「市民後見人候補者名簿」に登録すると同時

に、平成 22年度から 29年度まで、権利擁護・市民後見センターの支援

員として活動されていました。 

支援員として定年を迎えるタイミングで、市民後見人に選任されました。 

 

 

 市民後見人の活動実態に迫るべく、福岡県内で 2人目の市民後見人に選任された安永さんに、 

お話をお聞きしました。 


